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オール・ノット

友達もいない、恋人もいない、将来の希望なんて
もっとない。貧困にあえぐ苦学生の真央が出会った
のは、かつて栄華を誇った山戸家の生き残り・四
葉。「ちゃんとした人にはたった一回の失敗も許さ
れないなんて、そんなのおかしい」四葉が託した一
つの宝石箱が、真央の人生を変えていく。
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その街に行かなくてはならない。なにがあろうと
―。高い壁と望楼、図書館の暗闇、古い夢、そし
て、きみの面影。村上春樹が、長く封印してきた
“物語”の扉が、いま開かれる。

「この稀有な旅人のことを、どうしても書きた
い」。「旅」の真髄に迫る、九年ぶりの大型ノン
フィクション。第二次大戦末期、敵国の中国大陸の
奥深くまで「密偵」として潜入した若者・西川一
三。敗戦後もラマ僧に扮したまま、幾度も死線をさ
まよいながらも、未知なる世界への歩みを止められ
なかった。その果てしない旅と人生を、彼の著作と
一年間の徹底的なインタビューをもとに描き出す。
著者史上最長にして、新たな「旅文学」の金字塔。

いつの間に我らは、ただの警護になっていたのだ？
滝川弥九郎は甲賀忍びの末裔。かつて戦国の世で
は、伊賀者と並び勝敗の鍵を握る者だったのに、今
や日がな一日、江戸城の警護をするために番所に
座っているだけ。忍びの技はひっそりと伝えられて
いるが、それを使って何かをなす機会もない。おま
けに上がらない禄を傘張りの内職などで補わなけれ
ばならぬ始末…

己の命を賭け、何としてもお護り申し上げなくて
は。忸怩たる思いを抱えていたある日、弥九郎達は
江戸城の表右筆に屋根の上での失せ物探しを頼まれ
たことから、将軍家治の唯一の実子、家基の警護役
として白羽の矢が立った。一族の力を結集し、全力
を挙げて家基をお護りする決意を固めたが、甲賀は
毒使いだと疑われたり、一難去ってまた一難。果た
して使命は全うできるのか？

日本植物学の父・牧野富太郎愛すべき天才の情熱と
波乱の生涯。明治初期の土佐・佐川の山中に、草花
に話しかける少年がいた。名は牧野富太郎。小学校
中退ながらも独学で植物研究に没頭した富太郎は、
「日本人の手で、日本の植物相を明らかにする」こ
とを志し、上京。東京大学理学部植物学教室に出入
りを許されて、新種の発見、研究雑誌の刊行など目
覚ましい成果を上げるも、突如として大学を出入り
禁止に。私財を惜しみなく注ぎ込んで研究を継続す
るが、気がつけば莫大な借金に身動きが取れなく
なっていた…。貧苦にめげず、恋女房を支えに、不
屈の魂で知の種を究め続けた稀代の植物学者を描
く、感動の長編小説。

１７音の奥に潜む誰も知らない物語。社会派、時
代、ホラー、ＳＦ…ジャンルを超えて様々なストー
リーを紡いできた宮部文学の新しい挑戦！繊細で彩
り豊かに輝く１２編の宝石。
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